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臨床に役立つ雑誌⑤
－ 周産期医学 －

周産期医療の変遷と関連書籍

および雑誌について

竹 内

はじめに

周産期医学（Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ）という名称が定着

したのは、ごく最近のことである。医療内容とし

ては、古くから行われていた「未熟児室」での未

熟 児医療から、「新生児集中治療室（ＮＩＣ

Ｕ）」での疾病新生児・極小未熟児を含む新生児

医療へ、さらには出生前の胎児期から分娩前・分

娩中・分娩直後につづく新生児期にわたる領域を

カバーする周産期医療へと発展してきた。わが国

では、過去４０年の間に、順番に現在の日本未熟児

徹

への応用が、多数のテキストブックや雑誌という

形で刊行されるようになってきた。最近では。

「胎児治療」（Ｆｅｔａｌ Ｔｈｅｒａｐｙ）という雑誌まで刊

行され、倫理的問題を含んだ医学・医療の限界に

挑むような治療法まで、現実の問題として討論さ

れるようになった。

以上のような急激な進歩を遂げている周産期医

学・医療に関する書籍・雑誌について、周産期医

療の変遷に従って記述してみよう。

新生児学会、日本新生児学会、日本周産期学会と ２．周産期とは

して漸次学会組織として発展してきた。一方ヨー

ロッパでは、わが国よりは１５年早く、１９６８年に第

１回ヨーロッパ周産期学会が発足している。

従来は、「未熟児室」での保育のための特殊環

境（温度、湿度、酸素）、感染予防のための隔離、

成長のための特殊ミルクによる栄養法が未熟児医

療の三大原則として厳守された。しかし当時、生

存できなかった未熟児、特に出生体重の小さい未

熟児は、全て生活力薄弱という診断で積極的な医

療の対象とはなり得なかった。現在は、従来なら

生存不可能であった体重５００ｇ前後のいわゆる超

未熟児が立派に生存し、後遺症のないＱＯＬを

持った小児として、社会の一員として生活できる

ようになってきた。このような進歩の背景には画

期的な医療技術の革新があり、胎児学、新生児学

として学問体系が確立されてきたことがある。そ

れと同時に、それぞれの研究結果やその日常臨床

通常 「周産期 」（ｐｅｒｉｎａｔａｌ ｐｅｒｉｏｄ）というの は、

誕生を めぐる時期 とい う意味であ り、いわゆる医

学的造語 の１つであ る。最初に使用さ れたの は１９

４８年 に米国で 出版 されだ Ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｓｔｕｄｉｅｓ”

（第 １巻、４０５ 頁） におけ る Ｓ．Ｐｅｌｌｅｒ の論文中

で あり、本来 は疫学的 用語で ある。 なお 、“ Ｏｘ－

ｆｏｒｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ（第 ２版）”で は、 「胎 児

生 活の後半期と出生後初期（通常生 後 １週 間また

は ４週間で終わる時期）よりなる期 間」として 、

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｐｕｂｌｉｃ Ｈｅａｌｔｈ（１９５２年）

に出た論文が引用されている。当時 は 「出生時を

含む出産周辺の時期、すなわち出産 前（ａｎｔｅｐａｒｔ－

ｕｍ）、 出産中（ｉｎｔｒａｐａｒｔｕｍ）、出産後（ｐｏｓｔｐａｒｔｕｍ）

の時期」と狭義に定められていた。 また本来は人

口動態統計上の用語で、主として 疫学的な専門用

語とされて きた。１９５２年および１９５５年には、国連

において人口動態統計上、周産期死亡率（ｐｅｒｉｎ－

たけうち とおる：大阪府立母子保健総合医療センター病院長 ａｔａｌ ｍｏｒｔａｌｉｔｙ）との関 係で 、期間 が厳密に定義
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されるようになった。わが国では、周産期死亡は、歩と共に医療の対象となる胎児および新生児への

「後期死産（胎盤２８週以後の死産）」十「早期新 関心の深さを反映しているものと思われる。

生児死亡（生後１週未満の死亡）」として取り扱

われてきた。しかし１９９１年以後は、人工死産は人

工妊娠中絶のうち妊娠１２週以降２２週未満のものを ３．最近の周産期医学に関する

いうようになり、周産期または周産期医療に対す 教科書（成書）について

る考え方が急速に変わりつつある。すなわち胎齢

２８週未満の早産児が最近１０数年間の医療技術の進 学問の進歩はある時点に到達すると、基本的な

歩によって生存可能となり、生存可能な生物学的 知識を後継者に伝えるため、まとまった形のテキ

限界と後障害のない成育限界との幅がますます短 ストブックの形態をとる。周産期医療を広義に解

縮されてきたためである。米国のみならずわが国 釈して、現在少なくとも改版されながら使用され

で も、最近の報告では胎齢２３－２４週、出生体重 ている教科書またはそれに類似した成書を列挙す

５００～６００ｇが後障害なき成育限界ぎりぎりであろ ると表１のようになる。

うと考えられる。 一見してわかるように、周産期医療に関する英

ごく最新の新生児学教科書（“Ｂｅｈｒｍａｎ’ｓＴｅｘｔｂ一 語圏の成書では、従来の産科学（Ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ）の

ｏｏｋｏｆ Ｎｅｏｎａｔａｌ－Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，１９９１”）で カテゴリーに入るものは、「母体・胎児」または

は、周産期を「胎齢１２週から生後２８日まで」と拡 「胎児・母体」医学と翻訳できる ’Ｍａｔｅｒｎａｌ－Ｆｅ一

大定義している。生後２８日までとは、早期および ｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ’であり、一方新生児学のカテゴ

後期両方の新生児期を含む新生児期４週未満とい ・；ーに入るものは、主として「新生児学（Ｎｅｏｎａ－

うことである。さらに最近は、周産期医療の関心 ｔｏｌｏｇｙ）」に相当するもの ’Ｎｅｏｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ／Ｎｅ－

は出生前後のみならず受胎から、または受胎前の ｏｎａｔａｌ ＆Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ’であり、ごく最

ケアから妊娠全経過中はもちろんのこと、出生後 近では周産期医学（Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ）として単独で

は数カ月間に拡大されてきた（図１）。学問の進 成書になっているものは少なくなる傾向がある。
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図 １ 周 産 期 医 学 お よ び 医 療 内 容 の 広 が り と そ の 枠 組 み （Ｄ．Ｓ Ｂａｓｌｅｒ．１９８３よ り ）
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表１ 周産期医学（医療）に関する成書（１９９３年現在）

１。 従来の産科学のカテゴリーに入るもの

１）Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ｏｆ ｔｈｅ Ｆｅｔｕｓ ａｎｄ Ｍｏｔｈｅｒ

（１ｓｔ ｅｄご，Ｒｅｅｃｅ ＥＡ，Ｈｏｂｂｉｎｓ ＪＣ，Ｍａｈｏｎｅｙ ＭＪ，Ｐｅｔｒｉｅ ＲＨ，ｅｄｓ・，

Ｌｉｐｐｉｎｃｏｔｔ，Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，１９９２）

２）Ｍａｔｅｒｎａｌ－Ｆｅｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ：Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ａｎｄ Ｐｒａｃｔｉｃｅ
・～・

（２ｎｄ ｅｄ・，Ｃｒｅａｓｙ ＲＫ，Ｒｅｓｎｌｋ Ｒ，ｅｄｓ・，Ｓａｕｎｄｅｒｓ，Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，

１９８９）

３）ＡｓｓｅｓｓｍｅｎｔａｎｄＣａｒｅｏｆｔｈｅＦｅｔｕｓ：Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇ
ａｎｄＭｅｄｉｃｏｉｅｇａｌ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ

ｉｃａｌ，Ｃｌｉｎｉｃａｌ

（ＥｄｅｎＲＤ，ＢｏｅｈｍＦＨ，ｅｄｓ・，Ｐｒｅｎｔｉｃｅ－Ｈａｌ１Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｉｎｃ．，

Ｌｏｎｄｏｎ，１９９０）

＾）Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ Ｃａｒｅｉｎ Ｐｒｅｇｎａｎｃｙ ａｎｄ Ｃｈ目 ｄｂｉｒｔｈ

（１ｓｔｅｄ・，ＣｈａｌｍｅｒｓＩ，ＥｎｋｉｎＭ，ＫｅｉｒｓｅＭＪＮＣｅｄｓ．，０χｆｏｒｄ
Ｕｎｉｖ．Ｐｒｅｓｓ，Ｏｘｆｏｒｄ，１９８９）

２． 従来の新生児学のカテゴリーに入るもの

１）ＤｉｓｅａｓｅｓｏｆｔｈｅＮｅｗｂｏｒｎ，ＳｃｈａｆｆｅｒａｎｄＡｖｅｒｙ’ｓ

（６ｔｈｅｄ・，ＴａｅｕｓｃｈＨＷ，ＢａｌｌａｒｄＲＡ，ＡｖｅｒｙＭＥ，ｅｄｓ・，Ｓａｕｎｄｅｒ５，
Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，１９９１）

２）Ｎｅｏｎａｔｏｌｏｇｙ：ＰａｔｈｏｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙａｎｄＭａｎａｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅ

Ｎｅｗｂｏｒｎ

（３ｒｄｅｄ．，ＡｖｅｒｙＧＢ，ｅｄ・，Ｌｉｐｐｉｎｃｏｔｔ，Ｐｈ川ａｄｅｌｐｈｉａ，１９８７）

３）Ｔｅｘｔｂｏｏｋｏｆ Ｎｅｏｎａｔａｌ－Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，Ｂｅｈｒｍａｎ’ｓ

ト（５ｔｈｅｄ．，Ｆａｎａｒｏｆｆ ＡＡ，ＭａｒｔｉｎＲ，ｅｄｓ．，Ｍｏｓｂｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，１９９１）

ｈ）ＴｅｘｔｂｏｏｋｏｆＮｅｏｎａｔｏｌｏｇｙ

（２ｎｄｅｄ・，ＲｏｂｅｒｔｏｎＮＲＣ，ｅｄ・，Ｌｉｖｉｎｇｓｔｏｎｅ，Ｅｄｉｎｂｕｒｇｈ，１９９２）

５）ＥｆｆｅｃｔｉｖｅＣａｒｅｏｆｔｈｅＮｅｗｂｏｒｎＩｎｆａｎｔ

（１ｓｔｅｄ・，ＳＩｎｃｌａｉｒＪＣ・，ＢｒａｃｋｅｎＭＢ，ｅｄｓ・，ＯｘｆｏｒｄＵｎｉｖ．Ｐｒｅｓｓ，

Ｏｘｆｏｒｄ，１９９２）
６）ＣａｒｅｏｆｔｈｅＨｉｇｈ－ＲｉｓｋＮｅｏｎａｔｅ

（Ａｔｈｅｄ・，ＫｉａｕｓＭＨ，ＦａｎａｒｏｆｆＡＡ，ｅｄｓ・，Ｓａｕｎｄｅｒｓ，Ｐｈ目ａｄｅｌｐｈｉａ，

１９９３）
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表２ 周産期医療の最近の進歩または総説に関する刊行物

ＲｅｖｉｅｗｉｎＰｅｒｉｎａｔａ１ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，Ｖｏｉ・１（１９７６）

（Ｓｃａｒｐｅｌｌｉ ＥＭ，Ｃｏｓｍｉ ＥＶ，ｅｄｓ・．Ａｌａｎ Ｒ－Ｌｉ５５．ＮｅｗＹｏｒｋ）

２．Ａｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，Ｖｏｌ．１（１９８１）

（Ｍｉ１ｕｎｓｋｙ Ａ，Ｆｒｉｅｄｍａｎ ＥＡ，Ｇｌｕｃｋ Ｌ，ｅｄｓ．，Ｐ１ｅｎｕｍ

Ｍｅｄｉｃａｌ，Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ）
３

４

Ｃｌｉｎｉｃａ１ Ａｓｐｅｃｔｓ ｏｆ Ｐｅｒｉｎａｔａ］Ｈｅｄｉｃｉｎｅ，Ｖｏｌ．１（１９８ ）

（Ｒａｔｈｉ Ｍ，ｅｄ．，ＭａｃＭｉ１Ｉａｎ，Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ）

Ｒｅｃｅｎｔ Ａｄｖａｎｃｅｓｉｎ Ｐｅｒｉｎａｔ：ａ］Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，Ｖｏｌ．１（１９８３）

（Ｃｈｉｓｗｉｃｋ ＭＬ，ｅｄ．，Ｃｈｕｒｃｈｉ１１ Ｌｉｖｉｎｇｓｔ：ｏｎｅ，Ｅｄｉｎｂｕｒｇｈ）

５．ＣｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙｌｓｓｕｅｓｉｎＦｅｔ：ａｌａｎｄＮｅｏｎａｔａ１ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，

６

Ｖｏｌ．１（１９８５）

（Ｆｉｎｅｒ ＮＭ，Ｃｈｉｓｗｉｃｋ ＭＬ，ｅｄｓ．，Ｂｌａｃｋｗｅｌ１，Ｂｏｓｔｏｎ）

Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｓ ｉｎ Ｎｅｏｎａｔｏｌｏｇｙ．Ｖｏｌ．１（１９７８）

（Ｏ卜ｖｅｒＴＫ，Ｊｒ．，ｅｄ．，Ｇｒｕｎｅ ＆ Ｓｔｒａｔｔｏｎ，ＮｅｗＹｏｒｋ）

７．Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｐｅｒｉｎａｔ：ｏｌｏｇｙ，Ｖｏ］１（１９８８）

８

（Ｒａｔｈｌ Ｍ，ｅｄ．，Ｓｐｒｉｎｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ，Ｂｅｒｌｉｎ）

Ａｄｖａｎｃｅｓｉｎ Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ，Ｖｏｌ．１（１９７９）

（Ｋｏｒｏｂｋｉｎ Ｒ，Ｇｕ川１ｅｍｉｎａｕｌｔ Ｃ，ｅｄｓ．，ＳＰ Ｍｅｄｉｃａ１ ＆

Ｓｃｉｅｎｔ：ｉｆｉｃ Ｂｏｏｋｓ，Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ）

９．Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｎ Ｐｅｒｉｎａｔａ１ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ，Ｖｏｌ．１

（Ｋｏｒｏｂｋｉｎ Ｒ，ＧｕＩ１Ｉｅｍｉｎａｕｌｔ Ｃ，ｅｄｓ．

Ｗｉ１ｋｉｎｓ，Ｂａｌｔｉｍｏｒｅ）

（１９８１）

ｗｉｌｌｉａｍｓ ＆

）内は編集者，発行所を，また第１巻の出版年を示す。

しかし，１９７０年代には盛んに Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ の

用語が使用され，Ｅｖａｎｓ，Ｈ．Ｅ．＆Ｇｌａｓｓ，Ｌ．の“ Ｐｅｒｉｎ－

ａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ”（Ｈａｒｐｅｒ ＆Ｒｏｗ，１９７６），Ｇｏｏｄｗｉｎ，

Ｊ．Ｗ．，Ｇｏｄｄｅｎ，Ｊ．０．，Ｃｈａｎｃｅ，Ｇ．Ｗ．の“Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄ

ｉｃｉｎｅ：ＴｈｅＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅＵｎｄｅｒｌｙｉｎｇＣｌｉｎｉｃａｌ

Ｐｒａｃｔｉｃｅ”（Ｗｉｌｌｉａｍｓ＆ Ｗｉｌｋｉｎｓ，１９７６），Ｋｅｒｐｅｌ－

Ｆｒｏｎｉｕｓ，Ｅ．，Ｖｅｃｈｅｌｙｉ，Ｐ．Ｖ．，Ｒｏｓｔａ，Ｊ．の“Ｐｅｒ－

ｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ”（Ａｋａｄｅｍｉａｉ Ｋｉａｄｏ，１９７８）， さら

に１９８０年代 初頭になると Ｑｕｉｌｌｉｇａｎ，Ｅ．Ｊ．，Ｋｒｅ－

ｔｃｈｍｅｒ，Ｎ．の“Ｆｅｔａｌ ａｎｄ Ｍａｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ”（Ｊ－

ｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ ＆Ｓｏｎｓ，１９８０） の他に，Ｂｏｌｏｇｎｅｓｅ，Ｒ．

Ｊ．，Ｓｃｈｗａｒｚ，Ｒ．Ｈ，，Ｓｃｈｎｅｉｄｅｒ，Ｊ． の “Ｐｅｒｉｎａｔａｌ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ：Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ ｏｆｔｈｅ Ｈｉｇｈ ＲｉｓｋＦｅｔｕｓ

ａｎｄＮｅｏｎａｔｅ，２ｎｃｌｅｄ．”（Ｗｉｌｌｉａｍｓ ＆ Ｗｉｌｋｉｎｓ，１９８

２），Ｉｆｆｙ，Ｌ．，Ｋａｍｉｎｅｔｚｋｙ，Ｈ．Ａ．の“Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ

ａｎｄＰｒａｃｔｉｃｅｏｆ Ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ ＆Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ”

（Ｊｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ＆Ｓｏｎｓ，１９８１），Ａｌａｄｊｅｍ，Ｓ．，Ｖｉｄｙ

ａｓａｇａｒ，Ｄ．の “ ＡｔｌａｓｏｆＰｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ”（Ｓａｕｎ－

ｄｅｒｓ，１９８２），Ｗａｒｓｈａｗ，Ｊ．Ｂ．，Ｈｏｂｂｉｎｓ，Ｊ．Ｃ．の

“ＰｒｉｎｃｉｐｌｅｓａｎｄＰｒａｃｔｉｃｅｏｆ Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃ－

ｉｎｅ ：Ｍａｔｅｒｎａｌ－Ｆｅｔａｌ ａｎｄ ＮｅｗｂｏｒｎＣａｒｅ”（Ａｄｄｉ－

ｓｏｎ－Ｗｅｓｌｅｙ，１９８３）等が出版された。これらの成書

の題名および内容から考えると、Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ

（周産期医学）ないしＰｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅは、主

として産科的立場から著述された成書が多く、い

わゆる Ｎｅｏｎａｔｏｌｏｇｙ（新生児学）に関する著述は、

ハイリスク胎児の出生時を中心にした問題が書き

加えられている傾向があった。

その後胎児医学、特に胎児自身の問題、母体や胎

盤との関係、羊水検査・診断、胎児の生理学・神

経学・行動学が、従来の生化学的技術のみならず、

超音波診断技術、分子生物学的技術の進歩によっ

て大いに新しい問題が提起されるようになった。

それによって周産期医学の内容は一挙にさらに拡

大され、日常診療にも広く応用されるようになっ

てきた。また最近では、ＲｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅＭｅｄｉｃｉｎｅ

の進歩はめざましく、特に不妊症に対する治療は

従来の排卵誘発剤使用にとどまらず、人工授精、

ｅｍｂｒｙｏｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎ（ＥＴ）やｉｎｖｉｔｒｏｆｅｒｔｉｌ－

ｉｚａｔｉｏｎ（ＩＶＦ）が治療法として実践されるように

なってきた。
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表３ 周産期医学の定期刊行物一覧表

１

２

３

４

５

６

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａ１ｏｆ Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ（Ｔｈｉｅｍｅ，ＮｅｗＹｏｒｋ，Ｖｏｌ．１０）

Ｂｉｏｌｏｇｙｏｆ Ｎｅｏｎａｔｅ■（Ｋａｒｇｅｒ，Ｂａｓｅｌ，＼ｌｏｌ．６３） ，

Ｃ目ｎｉｃｓｉｎＰｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ‘（Ｓａｕｎｄｅｒｓ．Ｐｈｉ１ａｄｅｌ’ｆｊｈｌａ，Ｖｏｌ．２０）

Ｅａｒｌｙ ＨｕｍａｎＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ（Ｅｌｓｅｖｉｅｒ，Ｓｃｈａｎｎｏｎ，Ｖｏｌ．３３）

ＦｅｔａｌＤｉａｇｎｏｓＩｓａｎｄ ＴｈｅｒａｐｙぺＫａｒｇｅｒ，Ｂａｓｅｌ，Ｖｏｌ．８）

Ｊｏｕｒｎａ．１ｏｆ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｌ Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙ（Ｃａｘｔｏｎ ＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓＬｔｄ．
，Ｏｘｆｏｒｄ，Ｖｏｌ．１９）

７．Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｏｂｓｔｅｔｒｌｃ，ＧｙｎｅｃｏｌｏｇｉｃａｎｄＮｅｏｎａｔａｌ

Ｎｕｒｓｉｎｇ（Ｌｉｐｐｉｎｃｏｔｔ．Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，Ｖｏｌ．２２）
８

９

１０

１１

１２

１３
ｌＡ

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ｄｅ Ｇｒｕｙｔｅｒ，Ｂｅｒｌｉｎ，Ｖｏｌ．２１）

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ（Ｍｏｓｂｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，Ｖｏｌ．１３）

Ｓｅｍｉｎａｒｓ ｉｎ Ｐｅｒｉｎａｔｏｌｏｑｙ（Ｓａｕｎｄｅｒｓ，Ｐｈ川ａｄｅｌｐｈｉａ，Ｖｏｌ．１７）

Ｂｉｏｌｏｇｙ ｏｆ Ｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ（Ｓｏｃｉｅｔｙ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｓｔｕｄｙ ｏｆ

Ｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｍａｄｉｓｏｎ．Ｖｏｌ．ｋ８）

Ｐａｅｄｉａｔｒｉｃ ａｎｄ Ｐｅｒｉｎａｔａ１ Ｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙ（Ｂｌａｃｋｗｅ川 ，０χｆｏｒｄ，Ｖｏ・し７）

Ｐｌａｃｅｎｔａ（Ｂａ川卜ｅｒｅ Ｔｉｎｄａ１１，Ｌｏｎｄｏｎ，Ｖｏｌ．１^ ）

Ｙｅａｒ Ｂｏｏｋ ｏｆ Ｎｅｏｎａｔａ１ａｎｄ Ｐｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

（Ｍｏｓｂｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ｓｉｎｅｅ １９８７）

日本未熟児新生児学会雑誌（学会，東京，第５巻）

日本新生児学会雑誌（学会，東京，第２９巻）

周産期医学シンポジウム（日本周産期学会，メディカルビュー社，東京，第１１号）

周産期医学（東京医学社，東京，第２３巻）

ペリネイタルケア（ＰｅｒｉｎａｔａｌＣａｒｅ）（メディカ出版，大阪，第１２巻）

ＮＩＣＵ（メディカ出版，大阪，第６巻）

（

）内は出版社および１９９３年現在の巻数または号数を示す。

４。周産期医療に関する定期刊行物・雑誌について

各国は、古くから産婦人科学および小児科学に

関する定期刊行物を発行してきた。英語圏および

わが国の各学会、雑誌社刊行の雑誌には、産科学

分野では主として胎児または母体・胎児・新生児

に関する文献が、一方小児科学分野では、早産児

・新生児に関する文献が毎月または一定の間隔で

掲載されるようになってきた。たとえば Ｊｏｕｒｎａｌ

ｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃｓ（Ｍｏｓｂｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ）や Ｂｒｉｔｉｓｈ

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｂｓｔｅｔｒｉｃｓ＆Ｇｙｎｅｃｏｌｏｇｙ（Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ，

０ｘｆｏｒｄ）では、 ’Ｆｅｔａｌ＆Ｎｅｏｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ’の

項目で胎児・新生児に関する文献を掲載しており、

ＡｒｃｈｉｖｅｓｏｆＤｉｓｅａｓｅｉｎＣｈｉｌｄｈｏｏｄ（ＢｒｉｔｉｓｈＰａｅｄ

ｉａｔｒｉｃＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）は、年数回“ＦｅｔａｌａｎｄＮｅｏｎ

ａｔａｌＥｄｉｔｉｏｎ”を同雑誌とあわせて発行するほど

になった。

また一方１９８０年前後になると、周産期医学の進

歩にあわせて新しいトピックスまたは主要なテー

マを選んで、多くの出版社が競っていくつかの総

説ないし医療の進歩として出版するようになった

（表２）。ただこれらの書籍は、欠点として編集

者によって立ち消えになるシリーズが多かった。

しかし、内容的に非常によくまとまった論文もあ

り、今日でも参考になる文献が含まれているのが

特色ともいえよう。

従来周産期医学の文献に関しては、産婦人科学

と小児科学の ＹｅａｒＢｏｏｋＳｅｒｉｅｓ も１つの参考と

なったが、１９８７年より同シリーズに Ｙｅａｒ Ｂｏｏｋｏｆ

ＮｅｏｎａｔａｌａｎｄＰｅｒｉｎａｔａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ Ｋｌａｕｓ，Ｍ．Ｈ．，

Ｆａｎａｒｏｆｆ，Ａ．Ａ．ｅｄ．，Ｍｏｓｂｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ）が加わ

るようになったので、広範囲にわたるこの分野の

文献としては大いに参考になる。周産期医学に関

する論文は、母体・胎児・新生児の医療に関する

基礎的知識も増大し、各種の Ｊｏｕｒｎａｌ、たとえば

小児科学、産婦人科学はもちろんのこと神経学、
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小 児 科 学 産 科 学

１９５０－１９６０年 感染症 祈生児玉のＳ 染対 策 子宮内５ｘ炎の防 止

抗生物質の広範囲 にわたる使用 妊樋死亡の激減

Ｒｈ 不適合 交換輸血 血清抗体価測定

羊水中 のビ’Ｉルビン色 素判定

新生児外科 ・ ＰＤＡ・ 鎖肛・ 食道閉ｍ

薬理学（ 薬物中 毒学） クロラ ンフェニコ ール．サ ルファ剤 サリド マイド 、ジエ チ ルスチ ルベス

酸素 トｏ ー ル（ｄｉｅｔｈｖｌｓｃｉｌｂｅｓｃｒｏｌ）

１９６１－１９７０年 Ｒｈ 不適合／黄疸 光線療法 同 唾免疫の予防

医原の地域化 ハ イリ スク新生児 ニＭＣＵ、腿撃室 ハイリ ス ク妊娠： 周産期セ ンター

モニ タリ ング 動脈血液ガス・血圧 胎児心拍 モニ タリ ング、胎児末楠血

ｍｉｘ血）ｐＨ

持続的 な心拍 ・呼吸モニ９ ＞ｌン グ 母体のエ ストロ ゲン排泄 量測 定

羊水検査 遺 伝相談の 進歩 胎 児遺延性疾患の 発見

１９７１－１９８０年 感染症 慢性胎児感染症発見のための臍帯 血 風疹の予防注 射

血清ｔ 断学

呼吸 器疾患 ＣＰＡＰ による人工換気ｓ 法 羊 水に よるＲＤＳの予知

微量血 液険査 胎 児柿成熟のための ステロ イド投与

ｔｃＰＯ：おヽよびＰＣＱ：モニ タリ ング 上 気道内３ｈｉ１ の吸引技 術の進 歩

ｉＳｆｒ学 所生児マス・ スクリーニン グ：フ エ 異 種接合 体の 発見（Ｔａｙ－Ｓａｃｈｓ病）

ニールケト ン尿 症、 クレ チンその 他 異常ヘモ グロビ ン血症のｎａＫ，診断

の 代謝性疾思

影Ｉ象診断 ＣＴ およ び超音波 診断 胎児超 音波診断注

未熟児 経静脈高 カロリ ー輸液法 切迫早産抑制

ＭＣＵ 入院 児の両 現に対す る心理的

支援

１９８１－１９９０年 呼吸ｓ 疾患 サーフ ァ７ タント 補荒原注

ＨＦＯ その 他人工換気｝？．法

■Ｃ肺不 全重症例 に対するＥＣＭＯ

循環系疾患 ＰＤＡ に対 するインド メ タシン投与

乳 児期におけ る・Ｄ奇形手術

ＳａＯ：モニ タリ ン グ ’

ｉｆｉｆｆ学 分子生物学昨 手技の拡大

経皮的胎児臍帯血採取法

胎児超音波診断注の 拡大

未熟 児 ＲＯＰに対 する冷凍 凝固簾注 出 生前ケアの 進歩

くＴａｅｕｓｃｈ．ＨＷ．Ｂａｌｌａｒｄ．ＲＡ ＆ Ａｖｅｒｖ－．ＭＥ（ｅｄ）．Ｓｃｈａｆｆｅｒ＆ ＡｖｅｒｙｓＤｉｓｅａｓｅｓｏｆｔｈｅＮｅｖ＜
ｉｂｏｍ（６（ｈＥｄ）．Ｓａｕｎｄｅｒｓ．

Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ．１９９は ’）一部変更〉

精神医学、看護婦、外科学、泌尿器科学、心臓血

管外科学、循環器科学、その他のあらゆるＪｏｕｒｎａｌ

に必ずでるようになってきた。そういう意味で横

断的に主要文献を見られる点、この新しい Ｙｅａｒ

Ｂｏｏｋ は参考資料として貴重である。

また、ＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃｓ のＣｏｍｍ－

ｉｔｔｅｅｏｎＦｅｔｕｓ＆Ｎｅｗｂｏｒｎ のメンバーが１９４８年以

来改版し続けてきだ ｓｔａｎｄａｒｄｓａｎｄＲｅｃｏｍｍｅｎｄａ－

ｔｉｏｎｓｆｏｒＨｏｓｐｉｔａｌ ＣａｒｅｏｆＮｅｗｂｏｒｎＩｎｆａｎｔｓ”

は、１９７７年第６版を最後に、“ＧｕｉｄｅｌｉｎｅｓｆｏｒＰ－

ｅｒｉｎａｔａｌ Ｃａｒｅ”（ 第１版、１９８５）として周産期

医療のガイドラインの形で生まれ変わったことは

注目に値する。これはすでに１９８８年に第２版が出

版されている。ＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃｓ

とＡｍｅｒｉｃａｎＣｏｌｌｅｇｅｏｆＯｂｓｔｅｔｒｉｃｉａｎｓａｎｄＧｙｎｅ

ｃｏｌｏｇｉｓｔｓ の共同で出版されたもので、われわれ
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表５ ＳｅｍｉｎａｒｓｉｎＰｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ，Ｔｏｐｉｃｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄ，１９７７－１９３３

Ｖｏｌｕｍｅ．ｌ（１９７７）
１．ＩｎｆｅｃｔｉｏｕｓＤｉｓｅａｓｅｓ

２．ＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙｏｆＲｅｐｒｏ（ｕｃｔｉｏｎ
３．Ｒｅｇｉ）ｎａｌｉｚａｔｂｎｏｆＰｅｒｉｎａｔａｌＣａｒｅ．
４．ＯｎｓｅｔａｎｄＣｏｎｔｒｏＩｏｆＦｅｔａｌＲｅｓｐｉｒａｔｉｏｎ
皿 ゜
１．Ｐｒｅｇｎａｎｃｙ

‘
ＩｎｄｕｃｅｄＨｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎ

２．ＦｅｔａｌＭｏｎｉｔｏｒｉｎｇ ｀
３．Ｐａｒｔｕｒｉｔｉｏｎ
４．ＤｉａｂｅｔｅｓｉｎＰｒｅｇｎａｎｃｙ
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の周産期医療の貴重な指針となっていることはい

うまでもない。近く第３版の出版が期待されてい

るが、わが国においてもこのように学会がガイド

ラインを作成し、ある一定の共通した医療レベル

が維持できる日の近いことを切望するものである。

現在のところ、以上のような不安定な刊行物に

対して、定期的に Ｊｏｕｒｎａｌとして出版されている

ものを周産期医学に限定して列挙したものが（表

３）である。

５。拡大する医療、継続する医療としての

周産期医療（図１、表４）

表４は過去４０年間に見られた周産期医学におけ

る診断学的・治療医学的進歩を年代を追って記述

したものである。また表５には、１９７７年以来発行

されてきた周産期医学の新しい研究の動向と成果

を知る上で役立つ ＳｅｍｉｎａｒｓｉｎＰｅｒｉｎａ－ｔｏｌｏｇｙ

において、現在までに取り上げられたタイトルを

病院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎａ３，１９９３

管理、栄養管理、微細な新生児集中治療等看護に

よって、科学的根拠に基づいた積極的治療が各種

の罹病内容を軽減させ、減少させるために行われ

るようになった。

ひるがえって、ＲＤＳだけに限定しても、これ

らの医療内容を支えてきた研究内容は、まことに

膨大である。ここで１９９３年５月に米国で開催され

たＡＰＳ／ＳＰＲの学会（ ＡｍｅｒｉｃａｎＰｅｄｉａｔｒｉｃ

ＳｏｃｉｅｔｙａｎｄＳｏｃｉｅｔｙｆｏｒ ＰｅｄｉａｔｒｉｃＲｅｓｅａｒｃｈ）

のプログラムから新生児学の発表論文数を見ると、

全演題数２，３１２のうち新生児学（胎児・新生児を

含む）の演題数は９１０にのぼり、実に全体の３９．４

％が、胎児・新生児を対象とした研究論文の発表

であることがわかる。ちなみに日本未熟児新生児

学会で発表される演題数は約 ３００題であり、米国

におけるこの分野の研究の広さ、数の多いことに

は驚かされる。

挙げておいた。どのような変遷が見られたか、参 ６．おわりに

照していただきたい。 ＼例を挙げてみると、かつ

ては早産児にとって最も重要かつ深刻な問題で わが国の合計特殊出生率は１９９１年で１．５０と最低

あった肺の未熟性による呼吸窮迫症候群（ＲＤ 値を示し、急激な工業化社会へと発展したと同時

Ｓ）の発生は、①出産を境として胎児の肺の成熟 に急激な老人社会へと突入してしまった。このよ

度を羊水情報で予知できること、すなわち母体妊 うに少産少子の時代となった反面、周産期医療は

娠歴、超音波診断による正確な胎児週齢の判定、 どの先進国にも劣らないほど技術的に進歩した。

羊水穿刺によるＬ／Ｓ比による判定、②もし妊娠中 毎年周産期学会、新生児学会、未熟児新生児学会

期以後の切迫早産、早期破水であれば、適切な陣 で発表される研究内容は、決して諸外国に劣るも

痛抑制剤の使用による陣痛抑制、羊水流出抑制法、のではない。本稿では主として外国、特に英語圏

③ステロイド、その他ホルモン剤投与による胎児 における周産期医学に関する刊行物・雑誌を、多

肺成熟度の促進による発生予防、④肺成熟度に応 少の医療内容の進歩にあわせて紹介するにとどめ

じだ肺サーファクタント補充療法等によって画期 た。わが国のこの分野における学術論文も、諸外

的に予防または軽症化させることが可能になって 国の学会や Ｊｏｕｒｎａｌに掲載されるようになってき

きた。また出生後は、たとえ出生体重ｌ，ＯＯＯｇ未満 たが、その英文による発表論文の絶対数は、進歩

の早産児であっても、適切な蘇生術、人工肺サー の内容に比べると少ないのが現状である。今後の

ファクタント投与、生命維持装置による呼吸循環 積極的な貢献を大いに期待するものである。

《 お 知 ら せ 》

慶応義塾大学医学情報センター（北里記念医学図書館）の名称が変更になり

ました。新しい名称は慶応義塾大学医学メディアセンターです。
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